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       第 69回 北海道手をつなぐ育成会         

       全道大会 函館大会 令和 6（2024）年 9月 28日        
 

前回の会報発行時には、まだ調整中の部分がありましたので、引き続きお知らせいたします。お申し込

みは、８月１５日、中川までお願いいたします。 

【本大会】 

◯大会プログラムの１５：４０～１７：１０ シンポジウム 討論テーマ「地域生活を考える」 

 コーディネーター・・・・・（社福）侑愛貝 障害者生活支援センターぱすてる所長 小谷 素美子 様 

 提言者・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インクルージョンみらい推進機構代表 島 信一朗 様 

                        北風の会会長/札幌みんなの会会長 三浦 正春 様 

【本人大会】 

◯分科会～２つの分科会に分かれて、各テーマについて、みんなで語り合います～ 

 第１分科会「虐待・権利・人権」について 

 第２分科会「仕事・暮らし・健康」について 

◯チャレンジド～遊んで学ぼう！！中空土偶～ 

 かぶりもの、ポップアップカードの塗り絵、福笑い、粘土で土偶づくり・まが玉づくりを体験しなが

ら、中空土偶や縄文文化を体験していきます 

◯思い出観光～五稜郭と元町・ＢＡＹエリア～ 

 五稜郭タワー入場料９００円（障害者手帳をお持ちの方及び付き添いの方５００円） 

 添乗員は同行しません。最大定員８０名・最小催行人員３０名 

 

【懇親会】 

◯９月２８日（土）１８：３０～２０：００ 湯の川温泉 花びしホテル 参加費８０００円 
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       北海道自閉症協会 総会報告        
  

6 月 15 日（土）かでる 2.7 にて、北海道自閉症協会の令和 6 年度の総会が開かれ、出席いたしました。道内の

各分会の代表者が一堂に会する唯一の機会です。道南、釧路、十勝、オホーツク、札幌、苫小牧、北広島の出席が

ありました。 

 議事はすべて滞りなく承認されました。今年度は大幅な規約の見直しについて提案がありました。新役員体

制になってから 2 年目となりますが、事業計画についても、道協会として取り組む活動が提案され、意見交換が

なされました。 

 ともしびにも掲載されていましたが、今年度から北海道自閉症協会では全道共通テーマを掲げ、その中から

各分会で取り組むべきテーマを 3 つ選び、事業計画に反映させることになりました。 

 北広島分会は「ASD の理解、支援、啓発」、「暮らし」、「連携」をテーマとしました。学習会や余暇支援活動等が

そのテーマに沿った活動となります。 

 午後からは、意見交換会を行い、各分会の現状や課題、北海道への要望事項などについて 

話し合いがなされました。 

 その後は懇親会が開かれ、それぞれの地域の実情や、日頃の子育ての事、子離れのこと等話ができ、楽しい

時間となりました。                                 

 斉藤 

 

       令和 6年度 第 2回石狩地区手をつなぐ親の会連絡協議会会議        

2024 年 7 月 30 日（火）かでる２・７にて 

会議の内容につきまして、ご報告させていただきます。会議には、北海道手をつなぐ育成会佐藤春光会

長、藤田事務局長、そして、千歳市、恵庭市、石狩市、江別市、北広島市の育成会、親の会の会長、理事

長、理事、事務局長など、各市から１～２名が出席しております。 

（1） 2025 年度の全道大会千歳大会について 

  石狩ブロックとして大会開催を担当していく事になります。 

  第 70 回の記念大会として、特色ある大会の開催を目指したい。 

  記念講演は、市民への公開を考えている。どなたを講師として迎えるか案を出し合う。 

記念演奏として、札幌国際情報高校吹奏楽部に依頼。 

  分科会を再開したいと考えており、オンラインでの参加は、なしとしたい。 

  日程は、2025 年 9 月 27 日（土）12：00～ 

（2） 千歳大会での会長表彰（感謝状） 

   石狩ブロックとして、石狩市手をつなぐ育成会 平野前会長を推薦したい。 

（3） 南幌養護学校保護者からの要望について 

   生徒増加による教室不足で、特別教室や更衣室、書庫といった様々な活動場所を教室などに転用 

せざるを得ず、このままの状況が続けば、生徒の学習環境の更なる悪化が懸念されると、江別手を 

つなぐ育成会にご相談がありました。南幌養護学校教頭と共に施設の確認を行った結果、23 カ所も 

の改善が必要な場所があり、まずは、江別さんの方で要望書の作成にとりかかる事になりました。 

（4） 石狩市手をつなぐ育成会より、知的障がい・発達障がいを持っている方を診てくれる石狩管内の 

クリニックの情報がほしい。まとめたものがあると良いのでは。 

 以上、今回は、このような内容で話し合われました。        中川 
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旧優生保護法違憲訴訟の最高裁判所判決を受けた声明 
  

令和６年（２０２４年）７月３日に、最高裁判所大法廷において、旧優生保護法に よる不妊手術（子ど

もを作れないようにする手術）を強制されたこと（以下「強制不 妊」という。）に対する損害賠償請求訴

訟の判決（以下「最高裁判決」という。）が出 されました。今回の最高裁判決について、一般社団法人全

国手をつなぐ育成会連合会 （以下「本会」という。）として声明を発表いたします。  

 

本会としては、長い間、苦しんでこられた原告の方々、今も声を上げられていない 方々にとって待ち望

んでおられた判決が出たことを高く評価し、支持いたします。今後は、一刻も早い国としての謝罪と損害

賠償が行われることを強く望みます。 また、こうした判決の方向性は、令和４年（２０２２年）９月に公

表された障害者 権利条約対日審査総括所見における勧告に応えるものでもあり、その点においても評価で

きます。  

 

他方で、本会としては前身に当たる団体（全日本精神薄弱者育成会）が機関誌「手をつなぐ」誌面にお

いて、強制不妊を是認、助長していたと受け取られる記事を掲載 していたことを忘れてはなりません。育

成会活動が知的障害のある人の権利擁護を掲げる以上、この事実をなかったことにすることは許されず、

常に自戒、反省しながら 活動を進める必要があります。改めて、人の尊厳を傷つけるような行為に対して

無自覚な行動を起こさないよう戒めます。本会としては、こうした認識の下、たとえば知 的障害のある人

の恋愛・結婚・出産・子育てに関するセミナーを開催したほか、必要な支援サービスの拡充を要望すると

いった活動を展開しており、今後も継続していき ます。  

 

最後に、被害者の年齢を考えると、最高裁判決を受けた補償など問題解決に残された時間はわずかで

す。政府および国会には、子どもを生み育てることを否定されてきた障害のある人たちの悔しさ、無念さ

を改めて思い返していただき、一刻も早い被害 者への謝罪と名誉回復、そして必要な賠償と決して同じ過

ちを繰り返さないための検 証と対応措置を強く求めます。  

 

令和６年（２０２４年）７月５日  

一般社団法人 全国手をつなぐ育成会連合会  

会 長 佐々木 桃 子 

 

         学習会のご案内          

 

北海道手をつなぐ育成会役員でもあります「よつば社会保険労務士事務所」代表の岡

田光次郎氏を講師にお招き致します。昨年度に引き続き、講師をお引き受けいただきました。

詳細は改めてご案内いたします。  日：10 月 10 日（木）10:00～ 
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        余暇支援のご案内         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動報告】 

6 月 13 日 青空会  

 北広島市教育委員会 社会教育課様 ご挨拶 加藤・中川・斉藤・岡本 

6 月 15 日 北海道自閉症協会 総会  斉藤 

6 月 21 日 北広島市社会福祉協議会評議委員会 佐藤 

6 月 21 日 第 49 回「北ひろしま福祉のつどい」第１回企画委員会 井上 

7 月 10 日 第 49 回「北ひろしま福祉のつどい」第２回企画委員会 井上 

7 月 11 日 第１回北広島市障がい者自立支援協議会 全体会 斉藤 

 第１回北広島市障がい者自立支援協議会 就労支援部会 斉藤 

7 月 17 日 北海道自閉症協会役員会 仲上・斎藤 

7 月 30 日 第 49 回「北ひろしま福祉のつどい」第２回実行委員会 井上 

7 月 30 日 石狩地区手をつなぐ親の会連絡協議会 加藤・中川 

 

【外部の会議等担当者】 

 

 

 

 

北ひろしま福祉の集い 実行委員会 井上 

北広島市社会福祉協議会 評議委員 佐藤 

北広島市自立支援協議会 就労支援部会委員 斉藤 

 よろしくお願いいたします。 

今年もバスツアーのお知らせ

が出来てとてもうれしいです。 

 今回は『旭山動物園』へお出

かけしたいと思っておりますの

で是非ご参加ください。 

 

余暇支援チーフ 國岡 

日》2024 年 9月 14日（土） 

目的地》旭山動物園 

集合場所》北広島市役所 

時刻》8時 20分集合（16時 40 分解散予定） 

参加費》対象児者 無料 大人 1名 300円 小中幼児 無料 

持ち物》各種手帳他 

※詳しくは別紙の案内をご覧ください。 

「これからの生活のためにお父さん、お母さんが 

亡くなった後のことについて考えてみよう」のご紹介 

◆全国大会本人大会にもご登壇いただきました、筑波大学の森地先生が監修

した、知的障害のある人向けの将来を考える冊子「これからの生活のためにお

父さん、お母さんが亡くなった後のことについて考えてみよう」が公開されま

した。 

この冊子は、科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究（日

本学術振興会）により作成されたものであり、ＰＤＦデータは自由に印刷可能と

なっております。どうぞご活用ください。◆ 

              （全日本手をつなぐ育成会 HPより抜粋） 

 

この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活動を広く紹介する目的で発行しています。ほかの目的に使用しないよ

う、また、破棄する場合は取り扱いにご注意下さるようお願いいたします。 会報担当【中川民恵 斉藤圭美 井上野花】 


